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はにい 「でも、その理由が言えない」平成2８年５月31日 

 

小学校１年生の算数の授業です。 

                         

     

 

 

子どもたちは、式と答えを考えて、自分のノート 

に書きます。 

 先生は、一人ひとりのノートを見てまわっていま 

す。 

先生が４＋３、４＋１＋３の2つの式を黒板に書くと、「えっ！」と子どもたち。 

４＋３と答えた子は８人いました。 

 

                  「どうして、その式を考えたの？」と先生。 

子どもたちは、その式を立てた理由を図に書いて

説明します。 

「この１は、しんじくんのことです。」 

他の子の説明を聴いて、自分の式が足りなかった

ことに気付いた子がいます。 

７人の子どもたちは、式を４＋１＋３に書き直し

ました。 

 

 

   でも、Ａさんはまだ、納得ができていません。 

 

「Ａさんは問題文に出ている数字を使ったの 

だと思います。」と他の子が説明します。 

  それをじっと聴くAさん。 

そして、最後にＡさんは、言いました。 

「４＋３じゃないと思う。でも、その理由が 

言えない。」 

 

友達の説明を聴いて気付く。でも、どうしても自分の言葉で説明したい。 

みんなで学び合うことでそれは実現します。 
 

 
            『はにい』はコミュニケーションツールです。 みんなで語り合いましょう。 

ご意見・ご感想は →  inochi4027@pref.kanagawa.jp 

しんじくんの前には４人ならんでいます。 

しんじくんの後ろには３人ならんでいます。 

全部で何人ならんでいるでしょうか。 
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